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＜連絡事項＞
・「For秋冬号」表紙写真の募集がきています。
募集期間：9月20日（金）～9月27日（金）
採用作品には、表面、20000円　裏面、5000円　賞金がでます。
写真はデータで、広報委員会フォルダ→R1年ＦＯＲ秋冬号写真という名前のフォルダに入れてください。その他、不明な点は法人広報委員までお尋ね下さい
＜患者様連絡事項＞
・米内　勲様～9/23 10:00退院予定。初外来はあおぞらクリニック(田名部Dr)で10/17 14:00

予約済み。
・小向　清志様～昨日採血結果よりCRP改善しているため、抗生剤点滴は本日で終了の指示あり。
9/25 10:00介護認定調査(区分変更)のため、おいらせ町福祉課サワグチ様来院予定。
・松川　順子様～深澤Drより点滴中拘束可の指示あり。
・伏部内　ミヱ様～9/21南病棟へ移動予定。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察開始。開放中書き物をして過ごされている。強要行為や他者トラブル無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時までの開放観察実施。妄想発言や他者トラブル無く経過。ほとんど自室にて過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　龍矢様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。開放中ホール内徘徊しているが、危険行為や衝動行為なく経過。開放後の入室も拒否なく応じている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。両上下肢の浮腫持続している。活気なく閉眼して過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・松川　順子様～食事は介助にて栄養補助食品のみ摂取。ケア時の拒否や抵抗強く見られている。指示の点滴はトラブルなく施行しているが、点滴中の体動活発に見られている。
・袴田　将志様～妄想発言なく経過。飲水要求あるが、過度となることはない。
・久喜　つき様～ホールにて過ごされている。不穏さはない。声掛けへの対応穏やかだが、的外れな返答聞かれており疎通不良。

・野田　敏治様～ほとんど自室にて過ごされている。迷惑行為や他者トラブルはない。小声での独語あるが、疎通は良好。

・高橋　末吉様～バイタルサイン異常なし。痰鳴あり適宜吸引施行している。スタッフ訪室の度に追視している。
＜入院患者様情報＞
日　　時：令和1年9月20日　

　氏　　名：松村　博美(まつむら　ひろみ)様

　生年月日：昭和9年6月1日　85歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別:男性

　主治医　:田名部Dr

　入院形態:医療保護入院

　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞

　妄想や妻様への粗暴行為あり、H30.11.21より当院にて入院加療している。入院後も帰宅
要求や徘徊見られていた。R1.9.7 23:00壁に寄りかかっている所を発見。左大腿部の疼痛
訴えあり、歩行不安定さ見られていた。翌日以降も左大腿部疼痛続いており、軽度腫脹見
られていたため、9/10レントゲン施行し結果骨折所見なし。左下肢疼痛訴え続いている為、
9/13室岡整形外科記念病院受診。結果左大腿骨頚部骨折と診断。手術適応のため同日八戸
赤十字病院へ転院の為当院退院となっている。転院後に家族が手術を拒否され、保存療法
を希望。認知症症状治療継続目的にて当院へ転院依頼あり、R1.9.20東合併症室へ医療保護
入院となる。

※LTセットBプラン、オムツ①（金額によってはプラン変更検討するとの事）
※次回受診予定は未定。
※持参薬は9/21vdsまで。
